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12)骨髄移植後の間質性肺衆の2例
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前処置に 13.2Gyの TBⅠを施行 した骨髄移植例2

例に間質性肺炎 HP)を経験 した.症例1は13才の ALL

の男児,骨髄移植後85日目より教熱みられるようになり

92円田に撮影された胸部 Ⅹ-pにて9両肺辺縁性の広範

な浸潤影を認めた.CT 上も肺胞性主体の健を墨 してい

たが,パルス療法にて陰影は間質性主体の像となり2か

月単複には完全に消失 した.症例 2は12才の女児で CML

急性転化鼠 2回目の急性転化後,骨髄移植が行われた.

移植後35日日頃より咳酸みられるようになり,胸部 Ⅹ-p

では雨下肺野末稗に淡い異常陰影を認めた.CTでは雨

肺をこ粒状からスリガラス状の濃度領域を認めた.膵 をこ

対する治療は行なわれていないが,陰影はゆっくりと吸

収傾向認めた.骨髄移植後発生する ⅠP は様々な要因

が関与する,TBⅠもその 1つである.過去の 12Gyの

TB王施行例には IP は認められなかった.

13)軟部血管腫の MRI
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軟部組織に発生 した血管腫 7例の MR言所見をまと

めた.

1. 形態は分葉傾向を示す叛球形または不整形を望 した.

2. T2強調画像では水と同程度の veryhi鑑hintensity

を宴するものが多かった.

3. Tl強調画像では筋肉に比 Lisoからやや highin-

temsityを塁 し,Gdによる造影では強 く造影 される

鮎のが多かった.

･1. I)L)強調画像で｣拍LfjT粧しり 11iL,h.指防､L.-1low in-

tensityを望 した.

5. 静脈石などの石灰化は輝円形の無信号域としてみら

れた.

以上のような蒋教的所見を示すので,特異的所見を得

ることの少ない軟都塵藤の中で,特異的診断の可能な病

変と考えられた.

14)胃ポ リ-プの 1例
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15)経過観察 中悪性化 した胃腺睦の検討
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胃腺腰経過観察中にGroupVが検出された15症例16

病変について検討 した.扇平隆起と陥凹を有する病変に

分けられ いずれも経過観察中に肉眼形態に変化はみら

れなかった.扇平隆起の うち 2cm 以下の病変は全て

粘膜内癌であった.3cm 以上の病変のなかには リソバ

節転移を有 した粘膜下層癌が 1例あった.このような病

変では生検時に異型度の低い部分 しか採取されなかった

可能性が考えられた.陥凹を有 Lた症例では経過観察期

間が短かったものがあった.

症例数が少なく経過観察期間屯個々の症例で異なった

ため比較はできないが,腺腫として経過観察された 2cm

以下の扇平隆起は進行が遅いと考えられたが,大きい病

変や陥凹を着せる病変では注意深い経過観察が必要と考

:11㌔わた.

16)CT による十二指腸悌乳頭憩室の検討

要語 要塞 棚 田 八郎 (髭 鷲 津総合)

Cyrによる十二指腸傍乳頭部憩室の存在診断の可能性

を探 り胆石症 との関係を検討 した.199i鞍7月かに)翌

年7月までに当院で撮像 されたすべての上腹部ル-テン

CT1488件を対象とL 冒 )CT と ERCPを対応させ

た75例 (2)打 で憩室を認めた35例 (3)CT 後に胆

石症の手術を施行 した45例を抽出 した▲CT により憩室

は十二指腸蟹外に突出する空気線として示現され,憩室

の存在は陽性予測値100%陰性予測値93%で診断可能で

あった,憩室と総胆管との位置関係によって憩室は4型

に分類 され各々の有胆石率に差を認めた.手術を施行 し

た胆嚢結石の30.6%,胆管結石の62.5%に憩室を認め

た.ル--テン CT で傍乳頭部憩室の有無をfE確に診断

することが可能であり治療方針決定上有用であることが

示された.


